
①初期画面

②「１」を押し，エンターキーを押す。

関数 ＝ の の値を入力するとグy ax a２

ラフがかける。

★ の値が正の場合や負の場合のグラフa

の形に気づかせたい。

★ の値の絶対値に着目し，値が大きくa

なるにしたがってグラフが 軸に近づy

くことを視覚的にとらえさせたい。

③キーを押した後 「２」を押し，エンタ，

ーキーを押すと， ＝２ のグラフがy x ２

画面上に表示される。

③キーを押した後 「－２」を押し，エン，

ターキーを押すと， ＝－２ のグラy x ２

フが表示される。

◎34110でも同様にグラフをかくことがで

きる。

ポイント

の値によって変化する関数 ＝ のグラフの特徴を視覚的にとらえることがでa y ax ２

， 。き それらのグラフを比較することで の値とグラフの関係をとらえる力を育てたいa

３年

関数

関数 の の値にy ax a＝ ２

よって変化するグラフの特

徴に気づくには

比例定数の代入34100

関数 の比例定数を入力するとy ax＝ ２

グラフを即時にかくことができ， の値a

によるグラフの変化を理解できるソフト

である。


